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はじめに

　満願寺遺跡出土瓦の再整理を行い、合計 13,813 点
（総重量約 2,500㎏）の瓦を確認し、報告書にはその
うち 133 点を掲載しました。これらの瓦の整理から
明らかになった瓦の年代やその系譜などについて報告
します（集計表参照）。

１　瓦の分類

  出土した瓦のうち軒丸瓦と軒平瓦については瓦当文
様によって分類を行い、また丸瓦と平瓦については胎
土（粘土）と叩き目によって下記のとおりに分類しま
した。

（１）軒丸瓦・軒平瓦の分類
　・セット１　
　　軒丸瓦ＭＡⅡ（蓮華文軒丸瓦）と軒平瓦ＭＮⅢ（唐
　　草文軒平瓦）の組合せ。
　・セット２　
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　　軒丸瓦ＭＡⅠ 01（三巴文軒丸瓦）と軒平瓦ＭＮ
　　Ⅰ 01（唐草文軒平瓦）の組合せ。
　・セット３　
　　軒丸瓦ＭＡⅠ 02（三巴文軒丸瓦）と軒平瓦ＭＮ
　　Ⅰ 02（唐草文軒平瓦）の組合せ。
　セット２とセット３の違いは瓦当文様の珠文の粗密

（間隔）の違いです。どちらのセットも同時期に使用
されたと考えられます（第１図参照）。

（２）丸瓦・平瓦の分類
　胎土による丸瓦の分類
　　Ａ類…精良な胎土（0.006％）、Ｂ類…やや粗悪
　　な胎土（99.992％）、Ｃ類…陶器質（0.002％）
　胎土による平瓦の分類
　　Ａ類…精良な胎土（1.3％）、Ｂ類…やや粗悪な胎
　　土（98.5％）
　叩き目による平瓦の分類
　　縄の叩き目→満願寺Ⅰ期（少量）、格子の叩き目

【集計表】　岩戸満願寺遺跡出土瓦集計表
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【第 1 図】　満願寺遺跡出土瓦のセット関係
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【第 2 図】　満願寺遺跡出土瓦と永福寺跡出土瓦の比較
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　　→満願寺Ⅱ期（多量）

２　瓦の年代

　分類した瓦の年代を考えるために、文献史料によっ
て伝えられている満願寺の歴史を参考にしながら分類
した瓦の年代を考えます。
　満願寺Ⅰ期瓦➡満願寺の創建に使用された瓦。寿永
　　　　　　　　三年（1184）佐原十郎義連。該当
　　　　　　　　するのは軒瓦セット１と縄の叩きの
　　　　　　　　平瓦。
　満願寺Ⅱ期瓦➡満願寺の伽藍拡大。貞応三年（1224）。
　　　　　　　　京都・泉涌寺の開山月輪大師俊芿
　　　　　　　　（しゅんじょう：1166 ～ 1227）が
　　　　　　　　佐原家連の三浦館に招かれ梵宇を供
　　　　　　　　養（『泉涌寺不可棄法師伝』）。この「梵
　　　　　　　　宇」が満願寺と考えられます。佐原
　　　　　　　　家連は義連の子。該当するのは軒瓦
　　　　　　　　セット２及びセット３と格子の叩き
　　　　　　　　の平瓦。
　このようにして推定した瓦の年代をより精度の高い
ものにするため、瓦の年代がはっきしている鎌倉永福
寺の瓦と満願寺の瓦を比較してみます（第２図参照）。
　永福寺Ⅰ期瓦➡永福寺の創建。建久五年 (1194）
　　　　　　　　源頼朝による創建。平瓦はほとんど
　　　　　　　　が縄の叩き目。
　永福寺Ⅱ期瓦➡永福寺の修理。寛元二年 (1244）～
　　　　　　　　宝治二年 (1248）。平瓦はほとんどが
　　　　　　　　格子目の叩き目。
　比較の結果から先に推定した満願寺の瓦は、鎌倉永
福寺の瓦よりも 10 年程度古い、相模国で最も古い中
世瓦である可能性が明らかになりました。

３　瓦の生産地

　では満願寺の瓦はいったいどこで生産された瓦なの
でしょうか。瓦の胎土（粘土）の観察結果から考えて
みます。
　セット１とした軒丸瓦ＭＡⅡ（蓮華文軒丸瓦）と軒
平瓦ＭＮⅢ（唐草文軒平瓦）は表面に陶器にみられる
ような自然釉（うわぐすり）がかかっている硬質の瓦
です。これらの瓦は愛知県名古屋市の八事裏山窯で生
産された瓦と考えられます。つまり尾張国から相模国
にもたらされた瓦です。当時、八事裏山窯で焼かれた
瓦は、満願寺以外には永福寺をはじめとする鎌倉市内
の数か所と伊勢原市内でしか発見されていません。極

めて限定的にしか流通しない特殊な瓦であったことが
わかります。
　セット２、３とした軒丸瓦ＭＡⅠ 01、ＭＡⅠ 02（三
巴文軒丸瓦）と軒平瓦ＭＮⅠ 01、ＭＮⅠ 02（唐草文
軒平瓦）は地元（三浦半島地域）で生産された瓦と考
えられます。残念ながらこれらの瓦を焼いた窯跡はま
だ三浦半島周辺では発見されていません。
　満願寺Ⅰ期の瓦とⅡ期の瓦では生産地が異なります
が、瓦の瓦当文様、特に軒平瓦の文様をみるとⅡ期の
唐草文もⅠ期の八事裏山窯の唐草文に似た文様である
ことがわかります。つまり満願寺Ⅱ期瓦も質的にはⅠ
期瓦と異なる瓦ではありますが「八事裏山窯系」の瓦
ということが出来るでしょう。

４　瓦の系譜と満願寺の歴史的重要性

　このように満願寺の瓦（特にⅠ期の瓦）は尾張と相
模の関係を強く示す瓦です。満願寺の境内には現在も
多くの瓦が埋もれています。過去の発掘調査が限定的
な範囲で実施されたこともあり、瓦を葺いていた鎌倉
時代の寺院建築の全体像はまだまだ不明です。見事な
出来栄えの本尊などの仏像の存在からも満願寺の繁栄
ぶりは想像に難くありません。
　創建以来の満願寺の繁栄は、この寺を造営した三浦
一族、佐原氏が尾張や京都と強い関係性を有していた
ことの象徴であると考えられます。
　すでに述べましたとおり、満願寺は源頼朝が鎌倉に
建立した大寺院・永福寺よりも約 10 年早く瓦葺の寺
院として建てられています。創建から40年ほどが経っ
た頃にはさらに伽藍の拡大が行われていたようです。
満願寺は当時の相模国を代表する大寺院であったと考
えられ、その背景に佐原氏の仏教崇敬、文化摂取につ
いての並々なら熱意や尾張・京都との関係性・人脈、
そして財力の大きさが窺われます。
　これまではどうしても日本中世史のなかでは源頼朝
や鎌倉幕府、執権北条氏を中心的なテーマとした研究
が多くありましたが、鎌倉という場所を支えた周辺地
域、相模国全体についての研究はやや低調な感じがあ
りました。今後は満願寺や三浦一族、佐原氏について
の研究が大いに進展することが期待されます。その意
味で満願寺の瓦に関する研究がそのスタートになるの
ではないかと思います。


